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https://www.e-stat.go.jp/stat-search/files?page=1&stat_  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相関係数の面では、全国と比較して北海道・札幌特有の特徴は見られなかった。しかし回帰係数の面では、北海道・札幌において人口と世帯数が
コンビニ分布に及ぼす影響が小さかった。また、北海道全域でのみ事業所数の影響が強く、札幌のみに絞った場合では全国と変わりなかった。 
今後の研究では、各都道府県ごとの相関や影響と比較したり、別の要因との関連を探るなどして北海道・札幌のコンビニ分布特有の特徴を探ってい
きたい。 

全国、北海道、札幌市それぞれの2021年までのコンビニの店舗数と事
業所の分布を集計し、札幌、北海道のコンビニ分布の特徴と傾向を全
国のコンビニ分布と比較・分析した結果、北海道・札幌では世帯数の
影響が弱く、事業所数の影響が強かった。 

下記の各種地図アプリ、政府による調査、webサイトから各都道府県、札
幌市(区ごと)、北海道(振興局ごと)の事業所数、コンビニ店舗数のデー
タを入手し、表とグラフを用いてそれぞれの関係を比較・考察する。 

テーマ設定の理由 
北海道のローカルコンビニとして北海道No.1シェアを誇るセイコーマート
には、他のコンビニ会社とは違った出店傾向がある。そこで、セイコー
マートの出店傾向には北海道特有のコンビニ分布傾向があると考え、研
究を行った。 

・北海道と札幌では、人口と世帯数との相関と影響が弱い  
・北海道と札幌では、事業所数との相関と影響が強い  

人口 世帯数 事業所

札幌市 0.97417 0.98241 0.98387

北海道 0.93595 0.94405 0.98590

全国 0.99994 0.99777 0.96644

人口 世帯数 事業所

札幌市 0.00060 0.00104 0.00910

北海道 0.00060 0.00114 0.01160

全国 0.00068 0.00200 0.00860
それぞれのデータとの差が
最も小さくなるように引いた直
線(回帰直線)の傾き。その
データがもう一方のデータに
どれくらい影響されるかを示
す。 

２つのデータがどれくらい関
係しているかを示す値。−1〜
1の範囲で示され、1に近い
ほど正の相関が、-1に近い
ほど負の相関があるとされ、０
に近ければ相関がないと判
断される。

＊回帰係数… 

＊相関係数… 

上：回帰係数の表

下：回帰係数の表
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